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火災予防のポイント  P4～

に い が た
お
親子で楽しくチャレンジ

いしい一皿

【材　料】 ２人分

切り餅…２個(約200g)
片栗粉…適量
ミカン…小１個
キウイ…1/2個
砂　糖…大さじ１
クリームチーズ…約40g

①切り餅は４等分に切る。

②鍋に入れ、かぶるくらいの水を火にかけ、沸
騰したら弱火にし、餅がとろりと柔らかくな
るまで２分ほど煮る。水気を切りボウルに取
り出す。（ゆで汁は捨てずにとっておく。）

③砂糖、餅の煮汁大さじ１を加え、濡らした木
べらなどでなめらかになるまで練る。固けれ
ばゆで汁を少量加える。

④まな板に片栗粉を広げ、③をのせ表面に片栗粉
をまんべんなくうすくまぶし、４等分にカッ
トする。

⑤④を伸ばし、クリームチーズ、大きめの一口
大にした果物をのせ、餅の端を中央に集めて
包み、形を整えて完成。

煮た餅は形が残らなくな
るくらいなめらかな状態
になるまでよく練ります。
木べらは濡らしながら使
うと作業しやすいです。

【作り方】

なめらかフルーツ大福ノーサイくん

Ⓒ新潟ウチごはんプレミアム

フードコーディネーター若木ふよ子様（ワイオリキッチン）考案

今回の食材：餅

ポイント①

生地は真ん中を厚めに、
外側を薄めに伸ばすと包
みやすく形がきれいに整
います。

ポイント②
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
春
を
迎
え
心
か
ら
お
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
合
員
並
び
に
関
係
各
位
に
は
、

日
ご
ろ
よ
り
農
業
保
険
事
業
の
運
営

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

人
と
人
と
の
接
触
を
減
ら
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
の
交
流
を
行

う
社
会
環
境
へ
と
変
化
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

　今年こそは、全国で生息場
所が限られていると言われ、
県内でも数か所しか確認され
ていない絶滅危惧種「マダラ
ナニワトンボ」を見つけたい
です。

トライしたいことは

「マダラナニワトンボ」
　　　　　を見つけたい

小千谷市
和   田  　智   也さん

　健康維持のためにエクササ
イズをはじめたいです。和太
鼓は、全身運動だと聞くので
試してみたいですね。

「健康維持」に
 エクササイズを始めたい

上越市
丸   山  　芳   子さん

　子供が３月に生まれるの
で、お腹の大きな妻と、休日
に子供服を見て回っていま
す。赤ちゃんの服ってこんな
に小さいんだなぁ。ミルク、
オムツ、寝かしつけ、初めて
の子育て頑張ります。

子育て頑張ります!!

佐渡市
小   野  　大   貴さん

　子ども英会話講師をしてい
ます。最新の生きた英語を教
える為にも、私自身、英語の
勉強を続け情報をアップデー
トしていきたいです。

英語のスキルアップが目標

新潟市
土   佐  　真  梨  奈さん

　自家就農１年目で、ブドウ
を中心に栽培をしています。
今年は、新品目のリンゴ栽培
にも挑戦していきます。毎日
が大変ですが頑張ります。

新品目に挑戦

聖籠町
花   山  　康   誠さん

　農業大学校を卒業して春か
ら地元柏崎の「㈲山波農場」
でお世話になります。野菜専
攻から一転、初めての大規模
稲作栽培にトライ！

春から地元で就農します！

柏崎市
西   山  　大   亮さん

組合長理事　
五  十  嵐　　 孝

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

役
割
を
発
揮
し
ま
す

ク
や
半
導
体
不
足
な
ど
が
起
こ
り
、

原
油
価
格
が
高
騰
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
現
象
が
農
業
に
も
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は

自
然
災
害
が
激
甚
化
し
て
お
り
、
各

地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
農
業
は
常
に
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ

せ
と
な
っ
て
お
り
、
農
業
経
営
の
安

定
の
た
め
に
全
て
の
農
業
者
に
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
広
げ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
農
業
保
険
事
業
・
組
合
運

営
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す
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反
射
式
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
は
、
衣

類
や
布
団
な
ど
、
可
燃
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
洗
濯
物

は
絶
対
に
ス
ト
ー
ブ
の
上
や
近
く
に
干

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

反
射
式
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に

物
を
置
か
な
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
防
止
対
策

で
、
最
近
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を

使
う
機
会
が
増
え
ま
し
た
が
、
ア
ル

コ
ー
ル
は
引
火
性
が
高
い
の
で
、
ス

ト
ー
ブ
の
近
く
で
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で

ア
ル
コ
ー
ル
を
使
わ
な
い

　
火
災
の
予
防
対
策
を
講
じ
て
い
て

も
、
類
焼
や
落
雷
な
ど
個
人
の
努
力
だ

け
で
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
「
住
ま
い

る
」
で
は
、
火
災
や
落
雷
な
ど
を
対
象

と
す
る
「
火
災
共
済
」
と
、
風
水
害
、

雪
害
な
ど
の
自
然
災
害
も
対
象
と
な
る

「
総
合
共
済
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
再
取
得
価
額
（
新
価
）
で
補
償

　
古
い
建
物
や
家
具
類
で
も
、
現
在
住

ん
で
い
る
か
管
理
し
て
い
れ
ば
、
時
価

額
で
は
な
く
、
現
在
建
て
直
す
価
額
ま

た
は
再
取
得
す
る
価
額
ま
で
補
償
し
ま

す
。

②
安
い
掛
金

　
火
災
共
済
の
掛
金
は
共
済
金
額
１
万

円
当
た
り
7.4
円
で
す
。（
木
造
・
一
般

住
宅
の
場
合
）。
1
千
万
円
の
ご
加
入

で
年
間
７
，４
０
０
円
の
掛
金
と
な
り

ま
す
。

自
分
の
財
産
は
自
分
で
守
ろ
う

建
物
共
済
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す

　
電
化
製
品
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い

る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
落
と

し
て
変
形
し
た
り
、
傷
が
付
い
た
り

す
る
と
発
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

充
電
す
る
時
は
正
し
く
丁
寧
に
取
り

扱
い
ま
し
ょ
う
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

取
り
扱
い
は
丁
寧
に

　
農
作
業
場
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る
、

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
が
原
因
と
み
ら
れ

る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
50
年
（
１
９
７
５
年
）
以
前
に
製

造
さ
れ
た
コ
ン
デ
ン
サ
は
、
保
安
装
置
が

内
蔵
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
経
年
劣
化
に
よ

る
火
災
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

急
に
取
り
換
え
て
く
だ
さ
い
。

　
製
造
年
は
コ
ン
デ
ン
サ
正
面
に
貼
ら
れ

て
い
る
銘
板
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
内
の
令
和
３
年
１
月
か
ら
９
月
ま
で
の
建
物
火
災
は

2
7
4
件
で
し
た
。
火
災
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
原
因
や

対
策
を
新
潟
市
消
防
局
予
防
課
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

古
い
コ
ン
デ
ン
サ
に
注
意

　
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
と
は
、
コ

ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の
隙
間

に
ほ
こ
り
が
た
ま
り
、
そ
こ

に
湿
気
が
加
わ
る
こ
と
で
、

電
源
プ
ラ
グ
の
２
本
の
刃
の

間
で
電
気
が
流
れ
て
発
火
す

る
現
象
で
す
。

　
使
用
し
て
い
な
い
電
化
製

品
で
も
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
は
、

発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
長

い
間
コ
ン
セ
ン
ト
に
挿
し
て

あ
る
プ
ラ
グ
が
あ
れ
ば
、
ほ

こ
り
が
た
ま
っ
て
い
な
い
か
、

点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
要
注
意

県
内
の
火
災
事
故
は

　
給
油
す
る
と
き
は
、
必
ず
ス
ト
ー
ブ

の
火
を
消
し
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
タ
ン
ク
の
フ
タ
が
緩
ん
で
い
て
灯

油
が
ス
ト
ー
ブ
に
こ
ぼ
れ
、
出
火
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
閉
ま
っ
て
い
る

か
確
認
し
て
セ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

給
油
す
る
と
き
は

ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
す

大切な住宅を
　火災から守りましょう!

新潟市消防局
予防課　火災調査係
消防司令　
杉本　博一さん

写真提供:新潟市消防局

冬期間はストーブなど火を扱う機会が増え、火災が増加する傾向にあります。
普段から火災予防を心がけ、 大切な財産と暮らしを守りましょう。

洗濯物がストーブに落下し燃え広がる

アルコールは引火性が高いので注意

変形した箇所や傷から発火

コンセントとプラグの間から発火

灯油が引火し一瞬に燃え広がる

昭和50年(1975年)より
後のものは保安機構付き

③
特
約
付
帯
で
実
損
害
額
を
補
て
ん

　
小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約
を
付
帯
す

る
こ
と
で
、
実
損
害
額
が
30
万
円
以
下

の
場
合
、
加
入
割
合
に
関
わ
ら
ず
損
害

額
を
そ
の
ま
ま
共
済
金
と
し
て
お
支
払

い
い
た
し
ま
す
。
加
入
金
額
が
１
，０
０

０
万
円
以
上
の
契
約
に
付
帯
で
き
ま
す
。

建
物
共
済
「
住
ま
い
る
」

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

防
火
の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト

特約付帯をした場合の支払い例

【特約付帯なし】

【特約付帯あり】

―落雷により、建物30万円の損害―

再取得価額 2,500万円
◎火災共済 1,000万円の加入

支払い額30万円（＝損害額）

 再取得価額 2,500万円×0.8
加入金額 1,000万円

（損害額）30万円× ＝（支払額）15万円
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米の品質を確かめる平賀さん

自慢の魚沼コシヒカリ

南魚沼市仙石東 平  賀　 大  知さん（20）

祖
父
の
姿
が
就
農
を
後
押
し

経
費
削
減
と
品
質
向
上
が
課
題

明日へむかって
　
南
魚
沼
市
で
水
稲
11
　
を
耕
作
し
て

い
る
平
賀
さ
ん
は
、
就
農
し
て
３
年
が

経
ち
ま
す
。「
当
初
は
勢
い
に
ま
か
せ

て
就
農
し
ま
し
た
ね
」
と
振
り
返
り
ま

す
。

　
米
作
り
は
祖
父
が
昔
か
ら
や
っ
て
い

て
、
小
さ
い
頃
か
ら
ず
っ
と
そ
の
姿
を

見
て
手
伝
っ
て
き
ま
し
た
。「
自
分
も

い
つ
か
は
米
作
り
を
し
て
み
た
い
」、

「
い
つ
か
は
や
る
の
だ
ろ
う
」
と
漠
然

と
思
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

　
平
賀
さ
ん
は
、
経
費
を
減
ら
す
こ
と

と
、
お
い
し
い
米
を
作
る
こ
と
の
両
立

を
常
に
考
え
て
い
る
と
言
い
ま
す
。「
天

候
等
に
よ
っ
て
毎
年
米
の
出
来
が
違
い

ま
す
。
品
質
が
低
下
し
た
り
、
稲
が
倒

伏
し
た
り
と
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ

れ
が
や
り
が
い
に
な
り
ま
す
し
、
米
作

り
の
面
白
さ
で
す
」
と
笑
顔
で
語
り
ま

す
。

　「
小
さ
い
頃
か
ら
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
家
の
近
く
の
圃
場
を
飛
ん
で
い

て
、
よ
く
見
に
行
き
ま
し
た
。
い
つ
か

は
飛
ば
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
平
賀
さ
ん
。
同
じ
地

域
の
無
人
ヘ
リ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
農
家

か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
２
０
２
０
年
11
月
に
産
業
用

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
免
許
を
取
得
し

ま
し
た
。
２
０
２
１
年
か
ら
無
人
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
農
家
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
、
水
稲
防
除
作
業
に
も
参
加
し
地
域

農
業
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
機
械
全
般
が
好
き
で
、
ト

ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
農
機

具
に
乗
っ
て
作
業
す
る
の
も
農
業
の
楽

し
み
の
一
つ
と
語
り
ま
す
。

　
春
の
田
植
え
と
、
秋
の
稲
刈
り
時
期

は
祖
父
母
と
ア
ル
バ
イ
ト
の
４
人
で
農

作
業
を
し
、
夏
場
の
作
業
は
１
人
で
し

て
い
る
平
賀
さ
ん
。

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
免
許
取
得

祖父から受け継いだ米作り・地域農業を守っていきたい

　「
自
分
の
地
域
も
高
齢
化
で
農
家
の

減
少
が
進
ん
で
お
り
、
農
地
を
手
放
す

農
家
が
増
え
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
そ

の
農
地
を
引
き
受
け
て
、
小
さ
い
頃
か

ら
見
て
い
る
こ
の
田
園
風
景
を
守
っ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
平
賀
さ
ん
。
今
後

は
少
し
ず
つ
、
規
模
拡
大
を
し
て
い
き

た
い
と
将
来
へ
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

ha

田
園
風
景
を
守
り
た
い
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青色申告決算書記載時の注意点

　確
定
申
告
し
た
保
険
金
等
見
積
額
が

実
際
の
保
険
金
等
の
金
額
と
大
き
く
異

な
っ
た
場
合
、
修
正
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
で
、
令

和
３
年
の
農
産
物
販
売
収
入
が
減
少

し
、
保
険
金
・
特
約
補
填
金
を
受
け
取

る
見
込
み
の
あ
る
方
は
、
受
取
見
込
み

額
を
算
出
し
、
保
険
期
間
で
あ
る
令
和

３
年
の
確
定
申
告
に
計
上
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
見
込
み
額
は
、 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
保
険
金
等
見
積
額

積
算
ツ
ー
ル
」
を
使
用
し
て
算
出
し
ま

す
が
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
が
書
類
作
成

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告

前
に
青
色
申
告
決
算
書
等
の
写
し
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
収
入
金
額
と
、
保
険
金
見
込
み

額
を
加
入
者
の
皆
様
に
ご
提
示
し
ま

す
。

　
申
告
書
類
等
の
準
備
が
で
き
ま
し
た

ら
、
最
寄
り
の
各
支
所
・
セ
ン
タ
ー
へ

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

《 

保
険
金
請
求
ま
で
の
流
れ 

》

保
険
金
等
を
請
求
す
る
場
合

①
確
定
申
告
前
に
青
色
申
告
決
算
書
を

提
出

　
確
定
申
告
を
す
る
前
に
、
青
色
申
告

決
算
書
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
段
階
で 

Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
申
告
書
類
の
写
し
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（ 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

へ
連
絡
）　

提
出
書
類

【
個
人
の
場
合
】

･
所
得
税
の
確
定
申
告
書
Ｂ
第
１
表

･
青
色
申
告
決
算
書

【
法
人
の
場
合
】

･
法
人
税
の
申
告
書
の
別
表
一
及
び

　
別
表
四

･
損
益
計
算
書

【
そ
の
他
】

･
棚
卸
表
、
事
業
消
費
帳
簿
、
雑
収
入

　
内
訳
書
等
が
あ
れ
ば
併
せ
て
提
出
く

　
だ
さ
い
。

②
保
険
金
等
の
見
積
額
を
算
出
し
提
示

　
提
出
い
た
だ
い
た
書
類
か
ら
、 

Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
が
農
業
収
入
金
額
の
計
算
と
保

険
金
等
見
積
額
を
算
出
し
、
加
入
者
の

方
へ
提
示
し
ま
す
。

③
青
色
申
告
決
算
書
へ
計
上
し
確
定
申

告　 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
計
算
し
た
「
保
険

金
等
見
積
額
」
に
基
づ
き
、
保
険
金
と
、

特
約
補
て
ん
金
の
う
ち
の
国
庫
補
助
相

当
分
を
青
色
申
告
決
算
書
の
雑
収
入

（
法
人
は
特
別
利
益
）
欄
に
「
収
入
保

険
補
て
ん
収
入
」
と
計
上
し
、
確
定
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
確
定
申
告
後
に
申
告
書
類
等
の
写
し

を
再
提
出

　
確
定
申
告
後
に
、
再
度
、
申
告
書
類

の
写
し
（
法
人
税
の
申
告
書
別
表
１
及

び
別
表
４
、
損
益
計
算
書
）
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑤
保
険
金
等
請
求
書
を
作
成

　
書
類
が
整
っ
た
時
点
で
、 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
が
必
要
書
類
を
作
成
し
、
保
険
金
等

の
請
求
処
理
を
行
い
ま
す
。

　
保
険
金
等
を
請
求
し
な
い
場
合
で

も
、
確
定
申
告
後
に
申
告
書
類
の
写
し

を
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
３
年
分
の
収
入
金
額
が
基
準

収
入
金
額
の
９
割
を
下
回
る
見
込
み

の
場
合
が
判
断
基
準
と
な
り
ま
す
。

収
入
保
険  
加
入
者
の

収入保険に加
入

された皆様へ

収
入
保
険
の
保
険
金
等
の

請
求
方
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
近
年
、
気
候
の
変
化
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。
令
和
2
年
は
春
の
低
温
や
夏
の
日

照
不
足
に
よ
り
、
コ
メ
の
収
穫
量
が
約
６

割
程
度
に
な
り
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
た
の
で
、
保

険
金
に
よ
り
収
入
減
少
が
補
て
ん
さ
れ
助

か
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
や
、

米
価
の
下
落
な
ど
不
安
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
６
年
前
か
ら
ブ
ド
ウ
栽
培
も
始
め

て
お
り
、
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で

不
安
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
が
読
め
な
い
中
、
将
来
の
備
え
と
し

て
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
が
お
す
す
め
で

す
ね
。

収入保険の保険料・事務費は
「⑲農業共済掛金」に計上します。

自
然
相
手
だ
か
ら
こ
そ
備
え
が
必
要

水
稲
25
・
６
ha
、ブ
ド
ウ
２
６
０
ａ

ネ
ギ
82
ａ
、キ
ク
２
ａ

声声
妙高市
農事組合法人坂口げんき農場
代表理事　後藤　正直さん 新潟支所　収入保険課

主事　信田　達哉

積立金は、正規簿記の方は貸借対照
表・資産の部に「経営保険積立金」
という科目を新設して計上します。

令和３年分の収入保険で保険金等が
見込まれる場合は、 ＮＯＳＡＩで計
算した「保険金等見積額計算書」に
基づき、保険金と、特約補てん金の
うちの国庫補助相当分を雑収入欄に
「収入保険補てん収入」として計上
します。

特約補てん金のうち農業者の積立金
は、貸借対照表の資産の部に「普通
預金」等として計上します。

保
険
金
等
請
求
の
判
断
基
準
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【共済掛金等の試算例】

育苗ハウスの場合
●間口３間×奥行10間（約97㎡）
●パイプの太さ25.4㎜
●建築後10年以上経過　●被覆材一般農ビ
●被覆経過年数２年
●共済価額（時価額） 205,041円
　（本体：177,025円　被覆：28,016円）

※パイプの太さ、被覆材の種類により掛金等が異なります。
※ビニールを被覆していない期間は、施設本体（パイプ部分）
　のみの補償となります。

12か月の被覆 2か月の被覆

2,487円 435円

2,523円 442円
12か月の被覆

１万円特約を付けた場合
2か月の被覆

強風によりビニールがはがれたハウス

被
覆
期
間
が
短
い
と

掛
金
が
安
く
、

加
入
し
や
す
い
で
す

※グラフは本県における令和３年３月から４月と
　前年同月との比較

0

50

150

250

100

200

300
（棟）

令和２年 令和３年

■春の強風による被害

被害棟数は前年の約5倍!

　
春
は
、
水
稲
育
苗
で
ハ
ウ
ス
の
使
用

が
多
く
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
強
風
に

よ
る
被
害
が
心
配
な
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。

　
令
和
３
年
の
春
の
強
風
に
よ
る
被
害

棟
数
は
特
に
多
く
、
前
年
の
約
５
倍
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
の
全
被

害
の
う
ち
強
風
に
よ
る
被
害
は
８
割
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
（
10
月
末
現
在
）。

　
も
し
も
の
被
害
に
備
え
て
、
園
芸
施

設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
は
前
年
の
約
５
倍

　
短
期
被
覆
の
場
合
、
通
年
被
覆
よ
り
安
い
掛
金

で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
下
記
の
例
で
は
12
か
月
（
通
年
）
被

覆
の
場
合
、
共
済
掛
金
等
が
２
４
８
７
円
で
す
が
、

2
か
月
の
被
覆
の
場
合
は
わ
ず
か
4
3
5
円
で
す
。

　
通
常
は
、
３
万
円
ま
た
は
共
済
価
額
の
５
％
を

超
え
る
損
害
か
ら
支
払
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
加

入
の
際
は
、
１
万
円
の
損
害
か
ら
支
払
対
象
に
で

き
る
「
１
万
円
特
約
」
を
付
け
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
１
万
円
特
約
は
、
下
記
の
と
お
り
、

少
額
の
掛
金
ア
ッ
プ
で
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
万
円
特
約
が
お
す
す
め

　今まで被害にあっていない方も、いつ大き
な被害が発生するか分かりません。　掛金等
の見積りもいたしますので、お気軽に最寄り
の各支所・センターへご連絡ください。

今後の自然災害に備えましょう

春
園芸施設

の
強
風
に
備
え
対
策
を

①
健
全
な
運
営
に
資
す
る
た
め
、
監
査

室
を
置
き
、
監
査
や
各
調
査
を
行
い

内
部
け
ん
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規
則
に
基
づ
き
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
遵
守
に
努
め
ま
す
。

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
役
職

員
研
修
を
実
施
し
、
意
識
高
揚
を
図

り
ま
す
。

④
公
認
会
計
士
に
よ
り
監
査
を
実
施
し
、

監
査
機
能
の
一
層
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

①
役
職
員
に
よ
る
掛
金
等
の
立
替
を
禁

止
し
て
い
ま
す
。

②
不
祥
事
未
然
防
止
対
策
の
た
め
、
掛

金
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
口
座
振
替

に
よ
る
納
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

③
皆
様
が
口
座
振
替
（
約
定
の
締
結
）

に
移
行
し
や
す
い
よ
う
、
取
引
金
融

機
関
を
拡
大
し
、
環
境
を
整
え
ま
す
。

④
現
金
納
入
さ
れ
た
場
合
は
、
連
番
複

写
の
領
収
証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

組合の
取り組み
状況

　農
業
共
済
組
合
は
法
令
等
の
遵
守
に

つ
い
て
民
間
組
織
以
上
に
徹
底
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
社
会
的
な
信

頼
を
損
ね
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
次
の

事
項
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

態
勢
の
強
化

組
織
運
営
の
取
り
組
み

口
座
振
替
契
約
の
推
進

現
金
等
の
取
り
扱
い

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底
し
て
い
ま
す

　当農業共済組合は、農業保険法に基づき農業者が不慮の事故に因って受けるこ
とのある損失を補填して農業経営の安定を図り、農業生産力の発展に資すること
を目的として各種の共済事業を実施しております。
　これらの事業推進に当たっては、「金融商品の販売等に関する法律」に基づいて、
次の勧誘方針を定め、適切な事業推進に努めてまいります。

勧　誘　方　針

農業保険法、金融商品の販売等に関する法律及びその他法令等を遵守し、適
正な事業推進を行います。

1

組合員の皆様の知識、経験、財産の状況及び意向を考慮のうえ、適切な勧誘
と情報の提供を行います。

2

組合員の皆様に共済事業の仕組みやリスクの内容など重要な事項を十分に理
解していただくよう努めます。

3

高齢者（会話がかみ合わなかったり、理解力不足の懸念があると思われた方）
に対する加入推進については、適切かつ十分な理解をいただくため、きめ細
やかな取組やトラブルの未然防止・早期発見に資する取組を行います。

5

組合員の皆様に対する事業推進のための方法及び時間帯について、迷惑となる
行為は行いません。

4

共済事故が発生した場合には、迅速かつ的確な損害評価及び共済金の支払い
を行います。

6

組合員の皆様に対し、より適切な事業推進が行えるよう、役職員等の研修の
充実に努めます。

7

見本

【
領  

収  

証
】
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　「
ず
っ
と
夢
見
て
い
た
、
リ
ン
ゴ

農
家
デ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
」
と
声

を
弾
ま
せ
る
佐
々
木
さ
ん
は
、
昨
年

９
月
に
会
社
を
退
職
し
、
実
家
の
い

ず
み
農
園
に
就
農
し
ま
し
た
。現
在
、

1.5
　
の
園
地
で
、
ふ
じ
、
秋
映
な
ど

の
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
、
周
り
の
同
世
代

の
農
家
と
積
極
的
に
情
報
交
換
を
行

い
、
勉
強
会
に
参
加
す
る
な
ど
し
て

農
業
技
術
の
研
鑽
に
努
め
て
い
ま

「みんなのひろば」は各支所での出来
事や、地域の話題、NOSAI部長さん
や組合員さんにスポットをあて、紹介
するコーナーです。

第
2
の
人
生
は
念
願
の
リ
ン
ゴ
農
家

す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
に
農
作
業
の

内
容
や
時
間
、
経
費
な
ど
を
入
力
し

て
分
析
し
、
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
で

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
も
話
し
ま
す
。

　「
父
が
元
気
な
う
ち
に
、
早
く
農
家

と
し
て
自
立
し
た
い
で
す
。
自
分
が

そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
い
つ
か
子
供

が
就
農
し
た
い
と
考
え
た
時
に
、
農

家
に
な
る
と
い
う
選
択
肢
を
未
来
に

残
し
た
い
で
す
ね
」
と
微
笑
み
ま
す
。

佐渡
支所

佐
渡
市
西
三
川

　佐
々
木

　正
史
さ
ん
（
46
歳
）

　
青
田
さ
ん
夫
妻
は
、
平
成
27
年
に

食
肉
加
工
施
設
「
惣
右
ェ
門
」
を
開

設
し
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
ジ
ビ
エ
を

県
内
の
飲
食
店
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

夫
の
徹
さ
ん
は
、
20
年
以
上
前
に
狩

猟
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
が
、
も
と

も
と
ク
レ
ー
射
撃
の
全
国
大
会
で
も

優
勝
す
る
腕
前
の
持
ち
主
で
す
。

　「
た
く
さ
ん
の
人
に
ジ
ビ
エ
の
お
い

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

と
話
す
徹
さ
ん
。
ジ
ビ
エ
を
食
べ
る

習
慣
が
少
な
い
た
め
、
ジ
ビ
エ
の
イ

メ
ー
ジ
を
良
く
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
る
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
２
年

前
か
ら
気
軽
に
ジ
ビ
エ
に
親
し
ん
で

も
ら
い
た
い
と
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ

肉
を
使
っ
た
干
し
肉
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

を
地
元
の
Ｊ
Ａ
直
売
所
や
、「
道
の

駅
」
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
加

工
は
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
が
、

味
付
け
に
は
こ
だ
わ
り
、
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
食
べ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
糸
魚
川
は
海
も
山
も
近
く
、
自

然
豊
か
な
場
所
で
す
。
た
く
さ
ん

の
方
に
糸
魚
川
の
自
然
と
ジ
ビ
エ

を
堪
能
し
て
欲
し
い
で
す
」
と
夫

婦
で
話
し
ま
す
。　

上越
支所

新潟
支所

～支所通信～

～支所通信～

　
第
66
回
新
潟
県
肥
育
牛
求
評
共
励

会
が
10
月
に
開
催
さ
れ
、
県
内
の
黒

毛
和
牛
30
頭
が
出
品
さ
れ
た
中
で
、

津
村
岳
志
さ
ん
が
出
品
し
た
去
勢
牛

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
正
直
、
賞
に
入
る
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
」
と
驚
き
と
喜
び
の
声
を
上

げ
る
津
村
さ
ん
。

　
新
発
田
市
で
は
、
村
上
牛
以
来
18

年
ぶ
り
に
２
例
目
と
な
る
新
地
域
ブ

新
地
域
ブ
ラ
ン
ド「
新
発
田
牛
」誕
生

消
費
者
の
み
な
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
も
の
を
作
り
た
い

受賞のカップと盾を持
つ

津村さん（右）と孫の王
海さん

今は、剪定作業を学
んでいます。

日々勉強ですねと佐
々木さん

ぜひ、糸魚川のジビ
エを

味わってほしいと葉
子さん。

ラ
ン
ド
「
新
発
田
牛
」
が
２
０
２
１

年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　「
新
し
い
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
誕
生

し
た
の
で
、
も
っ
と
消
費
者
の
み
な

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
意
気

込
み
を
話
し
ま
す
。

　
孫
の
王
海
さ
ん
が
、
４
月
に
就
農

し
て
く
れ
受
賞
と
ダ
ブ
ル
の
喜
び
だ

と
笑
顔
で
話
す
津
村
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
が
楽
し
み
で
す
。

下越
支所

新
発
田
市
米
倉

　津
村

　岳
志
さ
ん（
72
歳
）・
王
海
さ
ん（
23
歳
）

糸
魚
川
の
自
然
と
山
の
幸「
ジ
ビ
エ
」を
堪
能

し
て
欲
し
い  

食
肉
加
工
施
設「
惣
右
ェ
門
」

糸
魚
川
市
大
洞

　青 

田

　徹
さ
ん（
60
歳
）・
葉
子
さ
ん（
50
歳
）

し

　ば

　た   

う
し

し

　ば

　た   

う
し

　
新
潟
市
西
区
黒
鳥
に
あ
る
ベ
ー
カ

リ
ー
カ
フ
ェ
「Farm

ers K
itchen 

BLA
CK
BIRD

」
は
、
オ
ー
ナ
ー
の

本
間
さ
ん
が
生
産
し
た
小
麦
や
野
菜

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
パ
ン
を
販
売

し
、
購
入
者
か
ら
は
お
い
し
い
と
評

判
で
す
。

　「
栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
自
ら
手
が

け
た
材
料
を
使
い
、
生
産
者
自
身
が

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
作
っ
て
い
る
の

で
、
新
鮮
か
つ
一
番
美
味
し
い
状
態

で
お
客
様
に
パ
ン
や
料
理
を
提
供
出

自
社
生
産
し
た
小
麦
の
ブ
レ
ン
ド
パ
ン
が
人
気

「Farm
ers Kitchen BLACKBIRD

」

来
る
の
が
う
ち
の
強
み
で
す
」
と
話

す
本
間
さ
ん
。
店
内
に
は
常
時
30
種

類
ほ
ど
の
パ
ン
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
店
内
で
は
地
元
産
の
野

菜
や
黒
鳥
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
が
生

産
し
た
商
品
を
置
い
て
販
売
も
し
て

い
ま
す
。

　「
店
は
農
業
の
新
し
い
カ
タ
チ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
農
業
を

楽
し
め
、
情
報
発
信
と
交
流
の
場
所

に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
」
と
期
待

を
寄
せ
ま
す
。

新
潟
市
西
区
黒
鳥

　本 

間

　博 

明
さ
ん
（
54
歳
）

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

　
　
　

 

キ
ッ
チ
ン

　
　
　
　

  

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ド

ha

自慢のパンを
手にする本間さんと
パンが並ぶ店舗

販売している
ジビエ肉
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　朝
日
み
ど
り
の
里
農
産
物
直
売
所
に
は
、

地
元
の
農
家
が
愛
情
を
こ
め
て
育
て
た
旬

の
野
菜
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
岩
船
産
の
米
を
は
じ
め
県
内
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
数
種
類
の
お
米
を
取
り

揃
え
、
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　同
所
は
、
複
合
観
光
施
設
と
な
っ
て
い

て
直
売
所
だ
け
で
な
く
「
道
の
駅
朝
日
」

や
「
ま
ほ
ろ
ば
温
泉
」
な
ど
の
施
設
が
併

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　お
土
産
や
休
憩
、
県
北
の
情
報
も
手
に

で
き
る
の
で
、
ド
ラ
イ
ブ
の
休
憩
所
と
し

て
も
、
目
的
地
と
し
て
も
最
適
で
す
。

　一
度
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

様々な種類の旬の野菜が並ぶ店内

岩船産の米が並ぶ

三面川↓至村上
　地区

↑至山形県

●村上市
　朝日支所

朝日まほろば
I.C

旬
の
野
菜
・
新
米
が
お
出
迎
え

楽
し
い
一
日
を

足していくつ？
応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで

●ＦＡＸ 025-385-7755

●ｅ-mail　kikaku＠nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

クイズの答え ①＋②＋③＋④=

締切り
令和4年2月3日㈭ 
当日消印有効

正解者の中から抽選で30名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

下の●に数字を入れると、新潟県内の市、山、川が完成します。
①～④に入る数字を全部足すと数字の合計はいくつになる
でしょう。

気
ま
ま
に

ド
ラ
イ
ブ

　
表
紙
の
写
真
は
長
岡
市
中
之
島
中
条
で

肉
用
牛
約
１
２
０
頭
の
肥
育
業
を
営
む

「
田
口
フ
ァ
ー
ム
」
代
表
の
田
口
正
一
さ

ん
と
ス
タ
ッ
フ
の
山
田
紗
知
さ
ん
で
す
。

　
南
魚
沼
市
出
身
の
山
田
さ
ん
は
２
０
２

０
年
３
月
に
新
潟
県
農
業
大
学
校
の
畜
産

経
営
科
を
卒
業
。
在
学
中
に
研
修
で
お
世

話
に
な
っ
た
田
口
さ
ん
の
も
と
で
、
肥
育

農
家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　「
学
生
時
代
学
ん
だ
こ
と
や
資
格
を
こ

こ
で
も
使
え
た
ら
。
繁
殖
か
ら
肥
育
ま
で

の
一
貫
経
営
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
ね
」

と
話
す
山
田
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
を

続
け
て
い
く
若
人
を
、
田
口
さ
ん
は
期
待

の
眼
差
し
で
見
守
り
ま
す
。

表
紙
の
紹
介

住　　所／村上市猿沢1215
電話番号／0254-72-1551（代表）

朝日みどりの里
農産物直売所

直売所

205

208

507
7

朝日みどりの里
農産物直売所

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

新春特別

●①●日町市
（インスタ映えで大人気の清津峡渓谷トンネルがあります）

●②●海山
（越後駒ケ岳、中ノ岳とともに越後三山の一峰）

●④●泉市
（織物やニット産業が有名です）

●③●十嵐川
（三条市の中心部を東西に横断して信濃川に流れる一級河川）

　
12
月
か
ら
3
月
ま
で
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
等
の

交
代
が
多
く
な
り
ま
す
。
役
員
を
交
代
し
た
場
合

は
、
早
め
に
組
合
へ
「
届
出
書
」
と
「
諸
手
当
振

込
口
座
届
出
書
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
諸
用
紙
は
、
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ご
連

絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
用
紙
を
お
届
け
し
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
関
係
役
員
を
交
代
し
た

場
合
は
、
各
届
出
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

　
建
物
共
済
で
集
会
場
や
神
社
等
の
物
件
を
、
代

表
者
名
義
で
加
入
し
て
い
る
場
合
で
、
代
表
者
の

変
更
が
生
じ
た
場
合
は
「
組
合
員
名
義
変
更
届
」

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
変
更
の
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
寄
り
の

各
支
所
・
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

代
表
者
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
は

名
義
変
更
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す

N
O
S
A
I
か
ら
の
お
知
ら
せ

N
O
S
A
I

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
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新潟県農業共済組合広報紙

2022. 1
JanuaryNo.3
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に い が た
お
親子で楽しくチャレンジ

いしい一皿

【材　料】 ２人分

切り餅…２個(約200g)
片栗粉…適量
ミカン…小１個
キウイ…1/2個
砂　糖…大さじ１
クリームチーズ…約40g

①切り餅は４等分に切る。

②鍋に入れ、かぶるくらいの水を火にかけ、沸
騰したら弱火にし、餅がとろりと柔らかくな
るまで２分ほど煮る。水気を切りボウルに取
り出す。（ゆで汁は捨てずにとっておく。）

③砂糖、餅の煮汁大さじ１を加え、濡らした木
べらなどでなめらかになるまで練る。固けれ
ばゆで汁を少量加える。

④まな板に片栗粉を広げ、③をのせ表面に片栗粉
をまんべんなくうすくまぶし、４等分にカッ
トする。

⑤④を伸ばし、クリームチーズ、大きめの一口
大にした果物をのせ、餅の端を中央に集めて
包み、形を整えて完成。

煮た餅は形が残らなくな
るくらいなめらかな状態
になるまでよく練ります。
木べらは濡らしながら使
うと作業しやすいです。

【作り方】

なめらかフルーツ大福ノーサイくん

Ⓒ新潟ウチごはんプレミアム

フードコーディネーター若木ふよ子様（ワイオリキッチン）考案

今回の食材：餅

ポイント①

生地は真ん中を厚めに、
外側を薄めに伸ばすと包
みやすく形がきれいに整
います。

ポイント②


